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「
盂
蘭
盆
会
法
要
」
八
月
一
三
日
、
二
回
法
要

・
一
四
日
、
三
回
法
要

五
回
の
法
要
の
総
参
詣
者
四
〇
〇
名
、
昨
年
を
百
名
上
回
り
ま
し
た
。
葉
書
の
申
込
み
で
、
各
法
要
の

参
詣
者
数
が
把
握
で
き
て
お
り
、
混
乱
な
く
お
勤
め
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

十
時
三
十
分
の
時
間
帯
は
、
両
日
と
も
、
椅
子
席
九
十
五
席
満
席
で
、

極
楽
浄
土
の
世
界
を
模
し
た
内
陣
の
中
ま
で
座
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

①
雅
楽
「
合
歓
塩
」
演
奏

②
「
盂
蘭
盆
会
表
白
」

③
「
阿
弥
陀
経
」
と
「
正
信
偈
」
を
皆
さ
ん
で
唱
和

④
法
話
「
切
子
灯
籠
」

⑤
雅
楽
「
長
慶
子
」
演
奏

約
四
十
分

「
切
子
灯
籠
」
の
形
は
、
人
が
逆
さ
づ
り
に
な
っ
て
い
る
姿
と
聞
き
、
そ

の
真
相
を
東
本
願
寺
の
式
務
部
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
本
山
も
切
子
の
飾
り

を
施
す
が
、
由
来
は
定
か
で
は
な
い
と
い
う
話
に
興
味
を
持
っ
て
聴
い
て

い
た
だ
け
ま
し
た
。

お
釈
迦
様
の
願
い
に
思
い
を
は
せ
る
時
、

「
視
線
を
自
分
の
都
合
に
合
わ
せ
保
ち
続
け
れ
ば
、

必
ず
、
因
果
応
報
の
報
い
を
う
け
る
こ
と
に
な
る
。

時
に
は
逆
立
ち
を
し
て
、
発
想
の
転
換
を
図
ろ
う

で
は
な
い
か
・
・
」
と
、
灯
籠
を
指
さ
し
な
が
ら

語
ら
れ
る
よ
う
に
私
は
思
い
ま
す
。

今
年
度
最
後
の
法
要
は
「
報
恩
講
法
要
」
で
す
。

十
一
月
十
三
日
（
日
）
に
お
勤
め
致
し
ま
す
。

こ
の
法
要
は
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
命
日
の
法
要
で

あ
り
、
私
達
の
命
の
行
く
末
を
鑑
み
る
法
要
で
す
。

皆
様
の
御
参
拝
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

2016.１１月１３日（日）．

報恩講法要
午前の部１０時．午後の部１３時半

参拝を心よりお待ちしております
法要御懇志、お願い申し上げます






